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９
月
議
会
を
終
え
て 

日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
期
最
後
の
議
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
今
議
会
も
市
庁
舎
建
て
替
え
、
新
松
戸
駅
東
側
の
開

発
、
教
育
請
願
な
ど
重
要
な
議
案
や
請
願
が
審
査
さ
れ

ま
し
た
。 

一
般
質
問
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
称
し
て
２
５
分
の
時
間

の
な
か
、
市
民
の
声
を
も
と
に
４
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

【
一
般
質
問
】 

① 

生
保
受
給
者
の
車
利
用
に
つ
い
て
・・・
生
保
受
給
者

の
車
の
保
有
は
原
則
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
障
害

が
あ
り
通
院
の
た
め
な
ど
、
限
定
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
利
用
は
通
院
の
み
で
買
い
物
な
ど
日

常
的
な
利
用
が
で
き
ず
問
題
で
あ
る
。
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
現
在
の
制
度
上
は
買
い
物
な
ど
の
利
用
を
認

め
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
自
立
の
助
長
、
資
産
の
活

用
な
ど
の
観
点
か
ら
個
々
の
世
帯
の
状
況
に
寄
り
添

い
適
切
な
制
度
の
運
用
に
努
め
る
。 

 

② 

障
害
児
支
援
に
つ
い
て
・
・特
別
支
援
学
級
の
設
置
に

つ
い
て
知
的
と
情
緒
の
両
方
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
員
の
未
配
置
の
状
況
は
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
開
園
時
間
を
延
ば
す
考
え
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）ニ
ー
ズ
を
把
握
し
両
方
の
学
級
の
設
置
を
進

め
て
い
く
。
支
援
学
級
の
担
任
未
配
置
は
小
中
一
名

ず
つ
。
講
師
の
担
任
も
あ
る
。
専
門
性
を
高
め
る
取

り
組
み
を
継
続
す
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

開
所
時
間
の
延
長
に
人
件
費
の
一
部
の
補
助
開

始
。
さ
ら
な
る
支
援
の
検
討
を
す
る
。 

 ③ 

多
目
的
広
場
の
公
平
な
利
用
に
つ
い
て
・・・古
ヶ
崎

の
江
戸
川
河
川
敷
に
あ
る
多
目
的
広
場
の
管
理
と

利
用
の
公
平
性
に
つ
い
て
課
題
と
対
策
は
。 

（答
弁
）
河
川
敷
の
一
部
を
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普

及
、
河
川
敷
の
効
率
的
な
活
用
、
適
正
管
理
な
ど
の

た
め
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
が
利
用
。
地
域
の
声
や

有
効
活
用
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
引
き
続
き
協
会
と

協
議
を
行
い
対
応
す
る
。  

 
 

④ 

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
に
つ
い
て
・
・・
昨
年
秋
に

松
戸
市
が
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う

な
街
づ
く
り
を
目
指
す
の
か
。 

（答
弁
）
地
域
整
備
方
針
や
松
戸
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
に
掲
げ
る
ま
ち
へ
の
貢
献
を
踏
ま
え

た
計
画
と
な
る
よ
う
誘
導
す
る
。➡

事
業
者
か
ら
の

提
案
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
る
、
民
間
活
力
を
前
提
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
提
案
は
な
い

と
の
こ
と
。 

 

本
郷
谷
市
長
は
市
民
の
声
を
聞
か
ず
開
発
優
先

で
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
後
退
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
市
政
を
変
え
る
た
め
に
も
１
１
月
の
市
議
選
は

重
要
で
す
。
私
も
二
期
目
に
挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
共

産
党
は
１
議
席
増
の
５
名
を
目
指
し
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                      

ミール計恵（かずえ） プロフィール 

1969年 8月 6日生/市議 1期目/ 

東葛飾高校/都立大学法学部卒/   

法テラス/国際結婚/息子 2人/テニ

ス・ピアノ/平和で公正な社会を！！ 

市議選必勝・日本共産党街頭演説会 

  山添 拓参議院議員 来る！！ 

 
〇日時 １０月２３日（日） １５：００ 

〇場所 新八柱駅ロータリー 

  市議候補５名、みわ県議も訴えます。 

 ぜひお誘いあわせてお越しください！！ 

こ
ん
に
ち
は 

 

ミ
ー
ル
か
ず
え
で
す 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 初当選から 4年間、法律扶助協会と法テラスでの 24年

間の経験を生かし 100件超の相談をお受けしてきました。

コロナ禍もあり生活困窮に関する相談が最も多く、生活保

護などにつないできました。次に税金保険料等の滞納、離

婚と続きます。今回は上位１５の相談について報告します。 

相談内容 件数

生保申請 17

税金滞納 12

離婚 4

障害 3

住居確保給付金 3

社協貸付 3

介護 3

引きこもり 2

転居希望 2

その他 2

空家 2

DV 2

年金 2

特別定額給付金 2

夜間中学の交通費 1
    

生活相談の実績（2018 年 12 月～）

月） 

事例① 【同行支援】 

生保受給中。夜間中学

に通っているが交通費

がない。➡ 支援課へ同

行。➡ 生活保護から交

通費が出ることに。 

 

 

 

事例② 【申立書作成】 

生保受給中に交通事故。

保険金が入り扶助費の

返還を求められ、納得で

きず「不服審査申し立

て」。自立更生費等の考

慮がなく違法または不

当と「処分取り消し決

定」。相談者の主張が全

面的に認められた。 

http://www.jcp.or.jp/web_download/irasuto/2014_2/cm-2014-b_color.jpg


 

 

 

 

 

会派 無

　

１８号　一般会計補正予算（土地取得費追加） 議案 可決 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０号　新松戸駅東側地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第１回）

議案 可決 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

１号～４号　教育請願 請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × 欠 × × × × × ×

１０号　旧統一協会と政治家の癒着の究明等を求める 意見書 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × 欠 × × × × × ×

１２号　インボイス導入延期を求める 意見書 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × 欠 × × × × × ×

議
員
名

立憲民主党・無所属

※

はじめの会

宇
津
野
 

史
行

山
口
 
正

子

関
根
ジ
ロ
ー

戸
張
友
子

飯
箸
　
公

明

成
島
良
太

平
田
　
き

よ
み

無

市
川
　
恵

一

石
井
　
勇

城
所
　
正

美

岩
瀬
　
麻

理

　無：無所属 　欠：欠席　 ※議長のため採決に加わらない。敬称略

　9月議会で審議された34の議案、10の意見書等　

に対して日本共産党は賛成34、反対１０

末
松
　
裕

人

深
山
　
能

一

渋
谷
　
剛

士

山
口
　
栄

作

中
川
　
英

孝

岩
堀
　
研

嗣

大
塚
　
健

児

　主な審査結果一覧表 ミ
ー

ル
　

計
恵

二
階
堂
　

剛

鈴
木
　
智

明

高
橋
　
伸

之

松
尾
　
尚

 　　○賛成　×反対　欠：欠席

市民クラブ

杉
山
　
由

祥

田
居
　
照

康

岡
本
　
優

子

小
沢
　
暁

民

鴈
野
　
聡

鈴
木
大
介

桜
井
　
秀

三

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ

増
田
　
薫

中
西
　
香

澄

日本共産党

篠
田
　
哲

弥

織
原
　
正

幸

伊
東
　
英

一

箕
輪
　
信

矢

松政クラブ　公明党

諸
角
　
由

美

 

 

 

 

◆９月議会で審査された３４件の議案、１０件の意見書に対して、日本共産党は賛成３４、反対１０ 

 

 

【日本共産党 ミルミルニュース・３３号】 

 

号】 

【議
案
】 

〇
１８
号 

一
般
会
計
補
正
予
算
（第
５
回
） 

～
「市
役
所
用
地
取
得
費
用
、
２
７
億
円
を
３
８
億
円
に
増
額
」に
、 

「移
転
が
前
提
の
土
地
取
得
は
問
題
」と
共
産
党
は
反
対
～ 

 

市
が
進
め
て
い
る
松
戸
駅
東
口
・
新
拠
点
ゾ
ー
ン
へ
の
「
市
役
所
移
転
」

を
議
会
は
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
市
は
新
拠
点
ゾ
ー
ン
南
側

の
土
地
を
「
市
役
所
用
地
」と
し
て
取
得
す
る
費
用
の
増
額
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。 

審
査
で
こ
の
矛
盾
点
を
質
問
さ
れ
た
市
は
、
「
市
役
所
用
地
」
だ
が
「
庁

舎
移
転
・位
置
変
更
で
は
な
い
」と
、
言
い
逃
れ
に
終
始
し
ま
し
た
。
し
か
し

自
公
な
ど
は
そ
の
答
弁
を
根
拠
に
、
こ
の
事
実
上
の
移
転
が
前
提
の
補
正

予
算
に
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
誰
一
人
「
移
転
」
に
賛
成
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の

「
移
転
あ
り
き
」
で
議
会
を
軽
視
す
る
姿
勢
は
問
題
で
す
。
議
会
の
結
論
を

待
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
べ
き
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

不
便
で
狭
い
「
新
拠
点
ゾ
ー
ン
へ
の
移
転
建
て
替
え
」
よ
り
駅
に
近
く
広

い
「現
地
で
の
建
て
替
え
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

  
〇
２０
号 

新
松
戸
駅
東
側
区
画
整
理
事
業
補
正
予
算
（第
１
回
） 

 
～
計
画
変
更
の
図
も
真
の
理
由
も
示
さ
ず
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

審
査
の
た
め
の
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
反
対
～ 

 
 
 
 
 

 

市
は
、
県
に
よ
る
崖
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
が
マ

ン
シ
ョ
ン
敷
地
に
か
か
る
た
め
、
計
画
を
変
更
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
こ

の
変
更
は
今
年
の
３
月
に
は
地
権
者
に
、
図
面
付
き
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
周
り
を
一
方
通
行
の
道
路
が
通
り
、

「ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
づ
く
り
」と
す
る
か
な
り
大
き
な
変
更
で
す
。 

し
か
し
市
は
今
回
の
審
査
で
は
そ
の
図
も
示
さ
ず
、
こ
の
変
更
に
よ
る

減
歩
率
や
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
、
ア
ク
セ
ス
道
路
へ
の
影
響
も
一
切
明
ら
か
に

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
に
よ
っ
て
計
画
を
変
更

す
る
必
要
は
な
い
こ
と
が
審
査
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
マ
ン
シ
ョ

ン
も
全
体
の
計
画
が
決
ま
ら
な
い
の
に
進
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

市
民
に
も
議
会
に
も
情
報
を
知
ら
せ
ず
計
画
を
強
行
す
る
市
の
姿
勢
は

異
常
で
す
。
ま
ず
市
民
と
議
会
に
情
報
を
公
開
し
、
そ
の
う
え
で
の
議
論
を

と
求
め
ま
し
た
。 

【請願】 

教育請願４本、「自民・公明の反対」で不採択 

 

１号 少人数学級、２号 給食費無償化、３号 校舎の改

修、４号 事故対策教員を求める４項目です。 

千葉県は全国で最も教員が不足し、その中でも松戸はワ

ーストです。給食費無償化は６月の市長選では自民党の候

補者も公約に掲げていました。また学校がボロボロで、窓枠

落下などの事故でけが人も出ている状況です。 

 しかし、公明党は反対討論で、「少人数学級を進めると先

生がさらに足りなくなる」と先生不足の現状を容認して反

対、自民党は給食費の無償化については「財源を示せ」と市

民にお門違いな指摘をし、反対するなど、子どもたちの教育

環境の充実を求める市民の願いに背を向け続けています。 

 この４年間で自公は請願・陳情にはほぼ１００％反対し、共

産党はほぼ１００％賛成しています。 

１１月の市議選では市民の願いに寄り添う共産党議員を

増やし、請願・陳情が採択される市議会へ！！ 
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